
ʬ݄ࠓͷւ্҆榥ඪޠʭ�～ ハインリッヒの法則 ～
 １つの大きな事故のかげには、29件の軽い事故があり、事故にならないギョッとしたことは300件も
 繰り返されているという「ハインリッヒの法則」。海難事故防止のためにも早めの対応が必要です！
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19
歳
で
香
住
か
ら
神
戸
に
出
て
、新
た
な
仕
事
、苦
手
な
算
盤
を
使
っ

て
の
事
務
に
「
続
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
不
安
を
抱
い
た
も
の
が
、

気
が
付
け
ば
定
年
を
超
え
て
し
ま
っ
た
。

　

当
時
、
本
所
に
は
15
人
程
の
職
員
が
い
て
、
機
械
装
備
は
据
置
型
の

計
算
機
が
１
台
、
湿
式
の
コ
ピ
ー
機
が
１
台
、
文
書
は
手
書
き
が
基
本

で
あ
り
和
文
タ
イ
プ
が
時
々
文
書
作
成
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
出
勤
時

間
は
始
業
時
間
直
前
で
残
業
も
な
い
、
時
間
的
に
も
精
神
的
に
も
余
裕
の
あ
る
時
代
で
あ
っ
た
。

　

時
は
流
れ
、
事
務
は
手
作
業
か
ら
シ
ス
テ
ム
化
、
文
書
を
手
書
き
す
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
。
金

融
業
界
は
金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
と
や
ら
で
、
我
が
業
態
か
ら
は
遥
か
に
遠
い
世
界
の
動
向
か
ら
加
速
度

的
に
金
融
自
由
化
が
進
展
、
金
利
の
自
由
化
を
皮
切
り
に
業
務
の
自
由
化
が
実
施
さ
れ
、
こ
の
進
展

に
伴
い
様
々
な
制
度
や
規
制
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
何
か
と
難
し
い
時
代
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
定
期

貯
金
の
金
利
も
入
会
当
時
に
は
６
パ
ー
セ
ン
ト
程
あ
っ
た
も
の
が
今
や
無
い
に
等
し
く
な
っ
た
。

　

定
年
と
な
っ
て
か
ら
早
２
年
が
過
ぎ
、歳
な
り
に
か
昔
の
こ
と
を
よ
く
思
い
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。

嬉
し
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
辛
か
っ
た
こ
と
、
あ
の
と
き
こ
う
し
て
い
た
ら
と
悔
や
む
こ
と
の
方

が
多
い
。
な
ぜ
か
失
敗
ご
と
は
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
も
の
だ
。
後
悔
先
に
立
た

ず
と
言
う
が
、
時
を
戻
す
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
ら
ど
う
す
る
だ
ろ
う
か
。

　

折
々
に
受
け
た
言
葉
に
も
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
若
輩
に
ご
意
見
く
だ
さ
っ
た
大
先
輩
の

方
々
、
兄
貴
的
で
長
き
に
亘
っ
て
何
か
と
声
を
掛
け
て
い
た
だ
く
方
々
に
は
感
謝
の
思
い
で
い
っ
ぱ

い
で
あ
る
。

　

も
う
少
し
仕
事
を
続
け
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
が
、「
や
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」「
し
な
け

れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
思
う
こ
と
が
な
い
よ
う
心
掛
け
た
い
。

　

街
で
ふ
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
「
窓
に
映
る
景
色
、
自
分
が
動
く
と
変
わ
る
、
仕
事
・
人
生
も
同
じ
か
な
」

　

ま
た
「
信
頼
無
く
し
て
、
仕
事
成
ら
ず
」
と
か
。

　

こ
ん
な
歌
詞
も
あ
る
。

　
「
顧
み
て
／
恥
じ
る
こ
と
な
い
足
跡
を
／
山
に
残
し
た
ろ
う
か
」。

　

は
て
、
自
分
は
こ
れ
ま
で
、
そ
し
て
今
後
、
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
…

表紙の言葉
「熱気球」（加西市）

No.715   May. 2016

	 ２	 ようそろ

	 ３	 平成28年	春の叙勲
	 	 平成28年度	県功労者表彰

	 ４	 ＪＦマリンバンク	なぎさ	誕生へ

	 ５	 「ディープブルーリボン」を井戸知事に手渡しました
	 	 海難事故をなくそう

	 ６	 平成28	年度	のり共販終了

	 ７	 ＪＦ共済役職員研修会
	 	 「漁連の魚屋	とれぴちひょうご」グランドオープン

	 ８	 系統・漁協新人職員紹介

	 12	 浮力合羽着用で助かりました

	 13	 兵庫JCC通信

	 14	 旬に想う
	 	 大輪田塾だより

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

い
つ
の
間
に
か
～
兵
庫
県
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会 

監
事　

磯 

田　

和 

昭

（写真撮影：ＪＦ兵庫漁連 津田英幸さん）
　写真は、今年３月に加西市の鶉野飛行場跡で行われた
熱気球の全日本学生選手権の様子です。
　全国から14大学が参加した同選手権は３日間かけて行
われ、学生らは地上に設定された目的地に向かって飛行
し、マーカーと呼ばれる砂袋を落とし、飛行の正確さを競
い合いました。
　熱気球はバーナーで空気を熱し、外気と比べ比重が軽
くなることで得た浮力を用いて浮揚する気球の一種で、日
本国内で日本人による初めての有人飛行は、1969年に北
海道で、京都大学・同志社大学の学生らからなるイカロス
昇天グループと北海道大学探検部が共同で製作した「イカ
ロス５号」とされ、その後、スカイスポーツとして各大学
で盛んになっていきました。
　この日、加西の空には色とりどりの熱気球が浮かび、大
勢の人が見守りました。
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
　
平
成
28
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、
森 

武
美
氏
（
Ｊ
Ｆ
福
良
：
兵
庫
県
漁

協
女
性
部
連
合
会
長
・
元
全
国
漁
協
女
性
部
連
絡
協
議
会
長
）
が
、
平
成
９

年
に
兵
庫
県
女
性
部
連
合
会
長
に
就
任
後
、
魚
食
普
及
活
動
や
生
協
と
の
協

働
に
よ
る
植
樹
活
動
等
を
率
先
し
て
推
進
す
る
と
と
も
に
、
全
国
漁
協
女
性

部
連
絡
協
議
会
長
と
し
て
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の
支
援
活
動
や
自
立
し

た
組
織
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
旭
日
双
光
章
受
章
の
栄
に
浴
さ

れ
ま
し
た
。

　
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活

躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

【農林水産功労】

　社領　　弘	様
（ＪＦ兵庫信漁連副会長理事・
 ＪＦ一宮町代表理事組合長）

【農林水産功労】

　中川　照央 様
　（ＪＦ室津代表理事組合長）

　兵庫県は５月３日（火）、「平成28年度県功労者表彰」の受賞者の発表を行い、水産関係から２名の方が選
ばれました。なお、授賞式は５月18日（水）に神戸市中央区の県公館で行われました。
　受賞されました方は次の通りです。

～水産関係から２名が受賞～

平
成
28
年 

春
の
叙
勲

　

森  
武
美
氏
が
旭
日
双
光
章
を

　

受
章
さ
れ
ま
し
た

平成28年度  県 功 労 者 表 彰



4拓水715号（2016年５月）

　
兵
庫
県
信
用
漁

業
協
同
組
合
連
合

会
（
代
表
者
：
山
田

峰
人 

以
下
、
兵
庫

信
漁
連
）
と
和
歌
山

県
信
用
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
（
代
表

者
：
榎
本
秀
春 

以

下
、和
歌
山
信
漁
連
）

は
、
将
来
に
わ
た
り

会
員
及
び
利
用
者
の

負
託
に
応
え
て
い
く

た
め
に
は
、
県
域
を

越
え
た
大
同
合
併
が

最
善
の
選
択
肢
で
あ

る
と
の
共
通
認
識
を

持
ち
、
現
在
全
国
段

階
で
研
究
・
協
議
が

行
わ
れ
て
い
る
「
広

域
信
漁
連
構
想
」
に

先
駆
け
、
平
成
25
年
12
月
よ
り
本
格
的
な
協
議
（
統
合
協
議

会（
理
事
に
よ
り
構
成
）５
回・統
合
信
漁
連
推
進
委
員
会（
理

事
及
び
監
事
で
構
成
）
４
回
・
作
業
部
会
（
参
事
他
に
よ
り

構
成
）
33
回
）
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
「
統
合
基
本
計
画
書
」

が
双
方
の
理
事
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
、
平
成
28
年
６
月
の

通
常
総
会
に
お
い
て
最
終
の
方
向
性
を
決
定
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
平
成
28
年
４
月
６
日
に
来
賓
と
し
て
水
田

正
和
水
産
庁
漁
政
部
長
、
岸
宏
全
漁
連
会
長
、
宮
園
雅
敬
農

林
中
央
金
庫
副
理
事
長
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
山
田
隆
義
兵

庫
県
漁
連
会
長
、
木
下
𠮷
雄
和
歌
山
県
漁
連
会
長
立
会
い
の

も
と
合
併
に
向
け
た
合
併
仮
契
約
調
印
式
を
行
い
、
平
成
29

年
４
月
１
日
を
合
併
予
定
日
と
し
て
取
り
進
め
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
合
併
に
よ
り
、
貯
金
残
高
１
、１
１
７
億
円
・
貸
出

金
残
高
２
７
８
億
円
・
出
資
金
27
億
円
（
平
成
27
年
３
月
末

現
在
）
の
信
漁
連
が
誕
生
し
ま
す
。

　
新
た
に
発
足
す
る
組
織
は
、
明
る
く
未
来
に
向
か
い
、

か
つ
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
を
込
め
、

名
称
を
「
な
ぎ
さ
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
（
愛
称 

Ｊ

Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
な
ぎ
さ
）」
に
変
更
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
な
ぎ
さ
は
、
合
併
の
効
果
で
あ
る
規

模
拡
大
に
よ
る
経
営
力
の
強
化
、
本
部
機
能
の
効
率
化
に
よ

る
浜
の
窓
口
の
充
実
、
両
県
の
蓄
積
し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
の

共
有
と
相
乗
効

果
を
も
っ
て
、

我
々
の
最
大
の

使
命
で
あ
る
会

員
及
び
利
用
者

の
皆
様
方
に
満

足
し
て
い
た
だ

け
る
「
安
心
」・

「
安
全
」
の
金

融
サ
ー
ビ
ス
を

「
安
定
的
」
に

提
供
し
て
い
く

こ
と
を
目
指

し
、
ま
た
、
漁

村
に
根
差
し
、

そ
の
地
域
で
生

活
す
る
す
べ
て

の
皆
様
に
愛
さ

れ
る
金
融
機
関

を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回

の
合
併
に
よ
り
、

全
国
漁
協
系
統

金
融
の
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
組
織
を
構
築
す
る
所
存
で

あ
り
、
今
後
全
国
段
階
で
本
格
的
な
協
議
が
進
展
す
る
「
広

域
信
漁
連
構
想
」に
つ
い
て
も
積
極
的
に
参
画
し
、リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
な
お
、
合
併
に
係
る
基
本
事
項
は
下
記
の
通
り
で
す
。

　
　
１
．
合
併
比
率
：
１
対
１
の
対
等
合
併

　
　
２ 

．
名
称
及
び
愛
称
：
な
ぎ
さ
信
用
漁
業
協
同
組
合
連

合
会
（
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク 

な
ぎ
さ
）

　
　
３
．
本
店
所
在
地
：
兵
庫
県
明
石
市

ＪＦマリンバンク なぎさ 誕生へ

（写真提供：ＪＦ全漁連）

　　両信漁連の概要（平成27年３月31日現在）
組織の概要
名 称 兵庫県信用漁業協同組合連合会 和歌山県信用漁業協同組合連合会
創 業 昭和26年10月８日 昭和30年11月18日
本 店 住 所 兵庫県明石市中崎１丁目２番３号 和歌山県和歌山市雑賀屋町東ノ丁33番地
会 員 数 正会員43会員 准会員３会員 正会員34会員 准会員３会員
役 員 数 常勤役員３名 非常勤役員11名 常勤役員２名 非常勤役員８名
代表理事会長 山田　峰人 榎本　秀春
職 員 数 63名 43名
店 舗 数 本支店 ６店舗 営業店15店舗 本支店 ４店舗 営業店 ３店舗
出 資 金 1,736百万円 1,005百万円
貯 金 残 高 694億円 423億円
貸 出 金 残 高 214億円 64億円
当 期 剰 余 金 15百万円 10百万円
自己資本比率 13.72％ 10.69％

貯金残高の推移
（単位：百万円） 　

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
兵　庫 65,668 69,094 66,958 67,733 69,407
和歌山 40,831 41,663 41,738 42,072 42,252
合　計 106,499 110,757 108,696 109,805 111,659

貸出金残高の推移
（単位：百万円） 　 

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
兵　庫 26,111 25,149 23,149 22,075 21,404
和歌山 7,691 7,785 6,451 6,780 6,405
合　計 33,802 32,934 29,600 28,855 27,809

兵庫県信用漁業協同組合連合会
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瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の
一

部
改
正
案
に
つ
い
て
は
昨
年
９
月
25
日
に

可
決
成
立
し
、
今
後
は
、
各
湾
・
灘
に
お

い
て
具
体
的
な
方
針
等
に
つ
い
て
議
論
が

進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫

漁
連
と
（
一
財
）
兵
庫

県
水
産
振
興
基
金
で

は
「
真
に
“
美
し
く
豊

か
な
海
”
と
実
感
で
き

る
日
ま
で
、
共
に
熱
意

と
関
心
を
持
ち
続
け
よ

う
」
と
い
う
誓
い
を
込

め
て
デ
ィ
ー
プ
ブ
ル
ー

リ
ボ
ン
と
名
付
け
た 

シ
ン
ボ
ル
バ
ッ
ジ
を
作

成
し
、４
月
22
日
（
金
）

に
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連　  

山
田 

隆
義
会
長
が
県
庁
知
事
室
を
訪
れ
、

兵
庫
県 

井
戸 

敏
三
知
事
へ
バ
ッ
ジ
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　
こ
の
バ
ッ
ジ
は
３
色
で
構
成
さ
れ
、
緑

色
は
海
に
栄
養
を
も
た
ら
す
“
山
”、
青

色
は
“
海
”
を
表
し
、緑
と
青
の
間
に
は
、

山
と
海
を
繋
ぐ
“
川
”
そ
し
て
“
砂
浜
”

を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
曲
線
を
白
色
で
表
現

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
バ
ッ
ジ
は
、
今
後
、
県
内
各
Ｊ
Ｆ

役
職
員
や
行
政
担
当
者
を
は
じ
め
、
他
県

へ
も
送
る
予
定
に
し
て
お
り
、“
美
し
く

豊
か
な
海
実
現
の
シ
ン
ボ
ル
”
と
し
て
の

活
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

 

（
文
：
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
）

～
豊
か
な
瀬
戸
内
海
を
取
り
戻
す
～

　
「
デ
ィ
ー
プ
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
」を

 

井
戸
知
事
に
手
渡
し
ま
し
た
！

ライフジャケットを
着用しよう！

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFかJF兵庫漁連資材部（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください

〜安全をサポート〜
浮力合羽はお持ちですか？

ライフジャケットを着用することで助かる可能性は飛躍的に向上
します。
自分自身のために、そ
して、家族のために是
非、着用してください！

浮力合羽はＪＦ兵庫漁連が開発したもので、皆様の安全をサポー
トします。
浮力は充分にあり、動きやすいように工夫されています。
まだお持ちでない方は是非！

※ 国土交通省の型式
承認試験基準に合
格したものではあり
ませんので、一人
乗りの漁船の場合、
ライフジャケットを
着用してください。

海難事故をなくそう！

ライフジャケット（固型式）
モデル：兵庫県内海漁船
　　　  保険組合
　　　  青木 美奈さん

  モデル：兵庫県内海漁船
　　　  保険組合
　　　  天野あゆみさん
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
　
今
期
の
ノ
リ
養
殖
を
締
め
括
る
共
販
と
な
る

第
14
回
乾
の
り
入
札
会
が
、
５
月
10
日
（
火
）、

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
の
り
流
通
セ
ン
タ
ー
（
播
磨

町
）
に
お
い
て
行
わ
れ
、約
１
０
０
名
（
40
社
）

の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
日
の
入
札
会
に

は
約
４
、９
０
０
万
枚
が
上
場
さ
れ
、
共
販
金

額
は
４
億
６
、３
１
４
万
円
（
平
均
９
・
37
円
）

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
漁
期
は
、
当
初
、
高
水
温
の
影
響
で
ノ

リ
網
張
込
み
作
業
の
完
了
に
約
１
～
２
週
間

の
遅
れ
が
生
じ
た
こ
と
に
加
え
、
摘
採
時
の

強
風
な
ど
の
影
響
が
あ
っ
た
た
め
、
や
や
低

調
な
生
産
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。
年
明
け
以

降
、
生
産
量
は
回
復
し
順
調
な
生
産
が
行
わ

れ
る
な
か
、
色
落
ち
が
発
生
し
た
の
で
す

が
、
全
国
的
な
不
漁
等
の
要
因
も
あ
っ
て
、
単

価
面
で
支
え
ら
れ
、
最
終
的
に
は
多
く
の
浜

は
生
産
を
継
続
し
た
ま
ま
終
漁
を
迎
え
ま
し

た
。
今
漁
期
と
お
し
て
の
兵
庫
県
の
の
り
共

販
は
生
産
枚
数
14
億
９
、９
８
９
万
枚
（
昨

年
比
：
１
億
２
、２
８
５
万
枚
減
）、
共
販
金

額
１
５
８
億
２
、９
２
３
万
円
（
昨
年
比
：

10
億
５
２
９
万
円
増
）
と
い
う
結
果
と
な
り
ま

し
た
。（
別
表
参
照
）

　
最
終
共
販
の
挨
拶
に
立
っ
た
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁

連 

山
口 

徹
夫
専
務
は
、
熊
本
県
を
中
心
と
し

た
地
震
に
対
す
る
お
見
舞
い
を
述
べ
た
後
、
今

漁
期
を
振
り
返
っ
て
「
生
産
枚
数
は
昨
年
を
下

回
っ
た
が
、
価
格
面
で
支
え
て
頂
い
た
」
と
入

札
商
社
の
皆
様
へ
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

ま
た
「
悲
願
で
あ
っ
た
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特

別
措
置
法
の
一
部
改
正
に
と
も
な
い
、
豊
か
な

海
を
取
り
戻
す
運
動
を
積
極
的
に
進
め
て
い

く
」
と
今
後
の
ノ
リ
養
殖
環
境
の
改
善
に
力
を

入
れ
て
い
く
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。続
く
、兵
庫

県
海
苔
入
札
指
定
商
組
合
の
松
谷 

晃
理
事
長

（
松
谷
海
苔
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
は
「
全
国

的
に
も
生
産
枚
数
が
伸
び
な
か
っ
た
漁
期
で
、

ノ
リ
商
社
に
と
っ
て
は
厳
し
い
1
年
で
あ
っ
た

が
、
今
後
も
ノ
リ
の
安
定
生
産
の
た
め
に
も
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28 
年
度 

の
り
共
販
終
了

　

～
今
漁
期
は
約
15 
億
枚
を
生
産
し
終
漁
～

平成27年度 兵庫県乾のり共販結果
共販年度 共販枚数 共販金額 平均単価

本　
県

平成27年 14億9,989万枚 158億2,923万円 10円52銭
平成26年 16億2,274万枚 148億2,394万円 9円12銭
平成25年 13億2,664万枚 110億2,843万円 8円30銭

全　
国

平成27年 74億1,766万枚 854億6,673万円 11円52銭
平成26年 80億6,838万枚 847億2,599万円 10円50銭
平成25年 70億5,647万枚 648億2,901万円 9円19銭

（平成28年５月10日現在、最終共販（宮城・11日開催、熊本・12日開催）は含まず）

挨拶を行う山口専務

来期も順調な生産がされることを願ってやみません
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４
月
２
日

（
土
）、
Ｊ

Ａ
兵
庫
六
甲

「
パ
ス
カ
ル

さ
ん
だ 

一

番
館
」
内
に

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁

連
の
直
売

所
「
漁
連
の

魚
屋 

と
れ

ぴ
ち
ひ
ょ
う

ご
」
が
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
Ｊ
Ａ
兵

庫
六
甲 

北
畑 

親
昭
代
表
理
事
組
合
長
、
三
田・

野
菜
産
直
の
会 

大
西 

則
和
会
長
に
続
き
、
Ｊ

Ｆ
兵
庫
漁
連
山
田 

隆
義
会
長
が
「
消
費
者
に

本
当
に
美
味
し
い
も

の
を
届
け
る
こ
と
が

食
料
産
業
の
責
任
だ

と
思
っ
て
い
る
。
Ｊ

Ａ
と
Ｊ
Ｆ
が
タ
ッ
グ

を
組
め
ば
、
そ
れ
が

可
能
に
な
る
」
と
挨

拶
を
し
ま
し
た
。
こ

の
後
、
来
賓
の
三
田

市 

森 

哲
男
市
長
、

県
阪
神
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー 

鍋
谷 

敏
明
所
長
の
挨
拶
に

続
い
て
、
Ｊ
Ａ
兵
庫
六
甲
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
ろ
く
ち
ゃ
ん
」、
三
田
市
の
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
キ
ッ
ピ
ー
」、
イ
カ
ナ
ゴ

の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
新
子
ち
ゃ
ん
」

も
交
え
た
鏡
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
と
あ
っ
て

約
２
、０
０
０
人
の
来
客
者
が
あ
り
、
開
店
と

同
時
に
売
り
場
は
大
い
に
賑
わ
い
、
好
調
な
滑

り
出
し
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た「
新
仔
ち
ゃ
ん
」

と
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
に
は
、
た
く
さ
ん
の
参

加
者
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
会
場
は
終
始
笑

顔
が
絶
え
な
い
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
好
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が

で
き
た
「
漁
連
の
魚
屋 

と
れ
ぴ
ち
ひ
ょ
う
ご
」

が
、
こ
れ
か
ら
も
長
く
地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ

る
店
舗
と
な
る
よ
う
、
関
係
者
一
同
、
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

（
文
：
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
）

　
兵
庫
県
Ｊ
Ｆ
共
済
推
進
本
部
（
共
水
連
）
は
、４
月
26
日
（
火
）

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ホ
テ
ル
明
石
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
Ｊ
Ｆ
共
済

役
職
員
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
推
進
本
部
で
は
、
昨
年
度
よ
り
組
合
長
、
管
理
職
員
な
ら
び
に

実
務
担
当
者
同
席
の
も
と
一
年
間
の
活
動
報
告
及
び
次
年
度
の
活
動

計
画
等
に
つ
い
て
報
告
し
て
お
り
、
今
年
度
は
県
下
27
共
同
事
業

組
合
お
よ
び
関
係
団
体
等
総
勢
75
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

　
会
議
の
冒
頭
、戎
本
裕
明
本
部
長
（
Ｊ
Ｆ
明
石
浦
）
が
挨
拶
し
、

ま
ず
４
月
14
日
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
、
厳
し
い
共
済
事
業
環
境
の
中
で
一
年
間
推

進
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。
平

成
27
年
度
は
Ｊ
Ｆ
共
済
の
主
幹
商
品
の
一
つ
で
あ
る
「
生
活
総
合

共
済
（
く
ら
し
）」
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生
か
ら
20
年
が

経
過
し
、
当
時
ご
加
入
い
た
だ
い
た
契
約
が
大
量
に
満
期
を
迎
え

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
満
期
更
新
の
徹
底
を
は
か
っ
た
結
果
、
推
進

本
部
の
数
量
計
画
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
に
お

い
て
も
引
き
続
き
組
合
長
の
ご
理
解
の
も
と
Ｊ
Ｆ
共
済
の
推
進
活
動
が
組

合
一
丸
と
な
っ
て
展
開
い
た
だ
く
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
推
進
本
部
の
平
成
27
年
度
活
動
報
告
な
ら
び
に
平
成
28
年
度

活
動
計
画
、
県
下
６
地
区
推
進

協
議
会
の
活
動
報
告
及
び
コ
ン

テ
ス
ト
表
彰
を
行
っ
た
ほ
か
、

今
回
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

組
合
長
・
参
事
・
実
務
担
当
者

を
交
え
て
の
「
今
後
の
共
済
事

業
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

各
階
層
を
超
え
て
様
々
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
終
了
後
の
懇
親
会
で

は
、
活
発
な
情
報
交
換
が
行
わ

れ
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の

な
か
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
：
共
水
連
兵
庫
県
事
務
所
）

ＪＦ共済役職員研修会 開催

様々な意見交換があったパネルディスカッション

多くの来店者で賑わいました！

３体のキャラクターも交えての鏡開き

「
漁
連
の
魚
屋 

と
れ
ぴ
ち
ひ
ょ
う
ご
」グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
！

　

～
Ｊ
Ａ
兵
庫
六
甲 

パ
ス
カ
ル
さ
ん
だ
一
番
館
内
に
～
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Ｊ
Ｆ
兵
庫

Ｊ
Ｆ
南
あ
わ
じ

Ｊ
Ｆ
室
津

Ｊ
Ｆ
林
崎

Ｊ
Ｆ
林
崎

Ｊ
Ｆ
林
崎

Ｊ
Ｆ
神
戸
市

Ｊ
Ｆ
神
戸
市

Ｊ
Ｆ
神
戸
市

浜
はま

辺
べ

　静
しず

雄
お

　漁師のことはまだ判らないこと
ばかりですが、一生懸命勉強し、
漁業組合事務で漁師さんの力にな
りたいと思っております。

系統・漁協新人職員紹介 新たに採用された職員の
皆さんをご紹介します

岩
いわ

本
もと

　紋
あや

奈
な

　昨年４月に入組致しました岩本紋奈と申
します。春に入組してから今日までの１年間
は本当にあっという間でした。最初は分から
ない事ばかりで戸惑いの連続でしたが、そ
の度に諸先輩方、組合員さんにサポートして
いただいたおかげで何とか2年目を迎える
ことが出来ました。これからも初心を忘れ
ず、笑顔を忘れずに日々努力していきますの
で、どうぞよろしくお願いします！

直販担当

三
み

木
き

　雅
まさ

友
とも

　直販業務において地産地消を推
進し業務拡大を目指してまいりま
す。

業務部 販売課

若
わか

松
まつ

　清
せい

二
じ

　組合の職員としての責任を持ち、集
中して仕事が出来るように頑張りたい
です。
　現場仕事の多い販売課ですが、体力
には自信があるので、即戦力となれる
ように努力します。

総務部 会計課

松
まつ

川
かわ

　哲
てつ

也
や

　今まで経理事務所の仕事に携わって
きたので、その経験を活かしていけた
らと思っています。
　仕事の慣れないうちは何かとご迷惑
をおかけするかと思いますが、ご指導
ご鞭撻のほどよろしくお願いします。

業務部 販売課

田
とう

路
じ

　大
ひろ

樹
き

　仕事に慣れないうちは、周囲に迷惑
をかけてしまうことがありますが、失
敗を恐れず仕事に励み、一日でも早く
皆様のお役に立てるように頑張りたい
と思います。
　今後ともよろしくお願いします。

管理部 会計課

濵
はま

﨑
さき

　淳
じゅん

平
ぺい

　昨年の10月１日より神戸市漁業協同組合
の管理部会計課で働いている濵﨑淳平と申
します。私は産まれも育ちも垂水なので、自
分の地元である場所で働けることを大変う
れしく感じております。また、仕事において
は会計の仕事のみならず、現場のお手伝い
をさせて頂いたり、時には船に乗ったりと多
種多様な業務に取り組めることにも魅力を
感じております。まだまだ、自分自身未熟な
面も多いですが何事にも前向きに、積極的
に取り組んでいこうと考えております。

管理部 総務課

佐
さ

野
の

　紘
ひろ

敏
とし

　10月から神戸市漁業協同組合総
務課で勤務しております。まだま
だ分からないことだらけですが、
しっかり仕事をこなしていくので、
よろしくお願いいたします。

管理部 総務課

小
こ

谷
たに

　厘
り

旺
お

　昨年４月から神戸市漁協に勤務し
ています。入社から１年経ちましたが、
まだまだ不慣れな点はたくさんありま
す。なので、１日１日成長していけるよう
に頑張りますのでよろしくお願いしま
す！
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Ｊ
Ｆ
但
馬

Ｊ
Ｆ
但
馬

Ｊ
Ｆ
但
馬

Ｊ
Ｆ
但
馬

Ｊ
Ｆ
但
馬

Ｊ
Ｆ
但
馬

Ｊ
Ｆ
但
馬

Ｊ
Ｆ
但
馬

Ｊ
Ｆ
南
あ
わ
じ

柴山支所 業務課

植
うえ

田
だ

　涼
りょう

太
た

　「魚ばなれ」が進んでいると訊
き及び、微力ではありますが、魚食
普及、魚のＰＲに努めて参りたいと
思います。

香住支所 共済課

濵
はま

本
もと

　晶
あき

愛
ちか

　中途採用なのですが、前職との
接点が無く右も左もわかりませ
ん。そのため焦らず、じっくり様子
を伺いつつ積極的に仕事をこなし
て行き、少しずつ信用を得たいと
思います。

香住支所 販売課

津
つ

田
だ

　　卓
たく

　香住支所の販売課で勤務してお
ります。魚やカニを取り扱う部署で
すので、素早く、且つミスの無いよ
うな作業が出来る努力をします。

香住支所 直販課兼購買課

下
しも

釜
がま

　大
だい

地
ち

　平成27年５月に香住支所購買課
で採用されました。４月からは直
販課と兼任で仕事をすることにな
りましたので、一生懸命頑張りた
いと思います。

香住支所 製氷冷蔵課

岩
いわ

垣
がき

　　昭
あきら

　製氷冷蔵課で少しでも早く戦力
になれるよう、日々の努力を惜しま
ずに精一杯頑張って行きたいと思
います。

統括本部 専任部長

丸
まる

山
やま

　和
かず

彦
ひこ

　一般企業の管理部門から但馬漁業協同
組合に入職しました。漁業経営の細かい部
分は未知ですが、今まで経験をしてきた経
営改善・人材育成・新規事業立ち上げ・コン
プライアンス等については積極的に取り組
んでいきたいと思っています。組合の経営に
は、職員の管理能力と意識が大きく左右し
ます。職員にとってやりがいのある職場環境
作りにも取り組んでいきたいと考えていま
す。大切なのは“顧客重視”“リーダーシップ”
“人々の参画”です。

統括本部 企画指導課企画推進室

松
まつ

本
もと

　拓
たく

也
や

　地元の香住で働けることに大変
嬉しく思います。この20代という若
さを活かして、明るく元気な職場
にしたいです。

統括本部 企画指導課企画推進室長

藤
ふじ

原
わら

　雅
まさ

晃
てる

　向上心を持ち続け、様々なこと
に挑戦したいと思います。ご指導
宜しくお願い致します。

販売担当

柴
しば

田
た

　敦
あつ

子
こ

　午前中は阿那賀支所、午後からは丸山本
所で働かせていただいています。事務所も
阿那賀は２階、丸山は３階にあり、体力にも
自信がある方ですが、務めて丸４年…。
　今の体型を維持しております。この写真よ
り２割減らして見ていただけると幸いです。
　また、皆様とどこかでお会いする機会があ
れば御確認願います（笑）
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Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連

Ｊ
Ｆ
浜
坂

Ｊ
Ｆ
但
馬

Ｊ
Ｆ
但
馬

Ｊ
Ｆ
但
馬

Ｊ
Ｆ
但
馬

Ｊ
Ｆ
但
馬

総務部付（流通加工部）

佐
さ

川
がわ

　幸
こう

太
た

　今年度より流通加工部に配属され
ることとなりました佐川幸太と申しま
す。
　いち早く先輩方に追い付けるよう全
力で頑張ります。
　自分の長所である誰とでも気軽に話
せる社交性を直販事業に活かしていこ
うと思います。

総務部付（流通加工部）

蓑
みの

田
だ

　治
はる

樹
き

　淡路島出身です。海が好きで漁業者
のために働きたいと思い漁連に入会し
ました。
　１日でも早く先輩方のように責任あ
る仕事が出来るように頑張りますので
応援、ご指導のほど、よろしくお願いし
ます。

総務部付（流通加工部）

小
こ

西
にし

　裕
ゆう

也
や

　私は幼い頃から海や釣り、魚が好き
で育ってきました。兵庫県漁連では大
学で学んだ水産の知識を活かし、海を
生業として生きる人たちや、漁業地域
で暮らす人たちの幸せに貢献できる人
材になりたいと思っています。よろしく
お願いします。

松
まつ

岡
おか

　徹
てつ

朗
ろう

　まだ分からないことが多いです
が、１日でも早く業務に慣れ、皆様
のお役に立てるよう頑張ります。
　どうぞ宜しくお願い致します。

津居山支所 業務課

村
むら

岡
おか

　郁
いく

雄
お

　平成27年10月から業務課に勤務し
ています。勤務してから半年過ぎます
が、覚えることはまだまだ多くありま
す。先輩の皆さんに教えて頂きながら
１日でも早く仕事に慣れるよう精一杯
頑張りますので、よろしくお願いしま
す。

津居山支所 業務課

根
ね

兵
ひょう

　健
けん

矢
や

　漁協で働くにあたり、高校で身
に付けた漁業の知識を活かしたい
と思います。社会人としての自覚
を持ち、業務に励んで行きたいで
す。

津居山支所 直販課

岡
おか

田
だ

　　隼
じゅん

　平成27年12月から直販加工部で働いてお
ります。今まで消費者側の立場でしたが、こ
れからは販売する側になりますので、魚の調
理法や美味しい食べ方など様々なことを勉
強しなければならないと感じました。まだま
だ勉強不足ですが、自分なりに一歩ずつ成長
して行きたいと思います。

津居山支所 製氷冷蔵課

磯
いそ

橋
はし

　佑
ゆう

八
や

　元漁師で漁協の職員に助けても
らう側でしたが、これからは組合
員の力になれるよう頑張りますの
で、よろしくお願いします。

津居山支所 製氷冷蔵課

井
い

瀬
せ

　政
まさ

俊
とし

　４月から津居山支所製氷冷蔵課
に勤務しております。まだ分からな
いことが多いですが、１日でも早く
仕事を覚えられるように一生懸命
頑張りますので、よろしくお願いし
ます。
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但
馬
漁
船
保
険
組
合

兵
庫
県
内
海
漁
船
保
険
組
合

Ｊ
Ｆ
兵
庫
信
漁
連

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連

業務課

奥
おく

田
だ

　芳
よし

憲
のり

　平成27年の７月より但馬漁船保険組
合に入組しました。
　まだまだ分からない事だらけで、ご
迷惑をお掛けすることもあるかもしれ
ませんが、皆様方のご指導とご鞭撻を
お願いいたします。

総務部

川
かわ

本
もと

　寛
ひろ

代
よ

　１日でも早く仕事を覚えて、漁業
者のお役に立てるよう頑張ります
ので、よろしくお願いいたします。

営業部業務課 西播磨地区担当

村
むら

井
い

　　歩
あゆみ

　業務を早く覚え、周囲から信頼
される人材になれるよう、向上心
を持って日々努力してまいりたいと
思います。
　どうぞよろしくお願いします。

流通加工部

西
にし

川
かわ

　寿
ひさ

一
かず

　今度は限定職員として働かせて頂ける
機会を頂きましてありがたく感じており
ます。
　これまでの５年間を少しは認めていた
だけたのかなと嬉しく思っております。
　今後も、今まで以上に責任感を持って
働いていきたいと思いますので、よろしく
お願い致します。

但馬支所 但馬油槽所

山
やま

田
だ

　将
まさ

浩
ひろ

　危険物を扱ったり大型の車を運転
する仕事なので、事故の無いように
していきたいと思います。
　１日でも早く自分に任された仕事
を覚え、会社に貢献することを目標
に、精一杯仕事をしていきたいと思
います。

石油部 淡路油槽所

河
かわ

野
の

　一
かず

恭
ゆき

　前年は雇員として上司、先輩に
仕事を教えてもらい覚えるので
いっぱいの毎日でした。
　本年度は自分でできる仕事を増
やし安心して任せてもらえるようス
キルアップしたいです。

石油部 淡路油槽所

森
もり

崎
さき

　寛
ひろ

之
ゆき

　アルバイト、雇員で学んだ事を
今後の仕事に生かし、今以上に責
任感を持ち仕事に取り組んで行き
たいと思います。

石油部 西飾磨給油所

西
にし

川
かわ

　直
なお

樹
き

　「明るく 楽しく」をモットーに、
漁連を今まで以上に元気にしてい
きたいと思います。
　宜しくお願いします。

石油部 姫路白浜油槽所

田
た

口
ぐち

　裕
ひろ

士
し

　雇員として１年間働かせてもらい、この
４月から晴れて職員になることができまし
た。
　漁連の為、漁師さんの為に何ができるの
かを日々考え、諸先輩方の良いところをどん
どん盗んで成長していきたいと思います。
　今のこのポジティブな気持ちと謙虚さと
自分らしさを忘れずに頑張っていきたいと
思っておりますので、どうぞよろしくお願い
します。
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
浮力合羽着用で助かりました！
　～ＪＦ淡路島岩屋 長野さんが取材協力～

　
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
が
、
独
自
に
開
発
し
改
良
を
重
ね
て

い
る
浮
力
合
羽
。
拓
水
で
は
浮
力
合
羽
を
着
用
し
て
い

て
助
か
っ
た
皆
様
の
声
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
の
は
Ｊ
Ｆ
淡
路
島
岩
屋

で
船
曳
網
漁
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
長
野 

隆
二
さ
ん

（
66
才
）
で
す
。
長
野
さ
ん
か
ら
聞
か
せ
て
頂
い
た
話

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
“
３
月
15
日
（
火
）、
天
候
も
良
く
、
波
も
な
く
穏
や

か
な
日
で
し
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
出
港
し
、
午
前
６

時
10
分
頃
、
明
石
海
峡
１
号
ブ
イ
付
近
で
網
船
か
ら
運

搬
船
に
乗
り
移
ろ
う
と
し
た
時
で
し
た
。
ツ
バ
の
あ
る

帽
子
を
目
深
に
被
り
、
運
搬
船
の
“
日
除
け
”
が
視
界

に
入
ら
な
い
ま
ま
乗
り
移
っ
た
の
で
、
ツ
バ
が
日
除
け

に
当
た
り
、
そ
の
反
動
で
船
と
船
の
間
に
仰
向
け
に
落

水
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
浮
力
が
大
き
い
た
め
胴
ま
で

し
か
水
に
浸
か
ら
ず
、
顔
が
海
に
浸
か
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
幸
い
に
も
、
船
に
体
の
一
部
が
接
触

す
る
こ
と
も
無
く
、
ま
た
２
船
は
す
ぐ
離
れ
た
た
め
挟

ま
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
引
き
上
げ
時
に

重
く
な
る
と
思
い
、
長
靴
を
海
中
で
脱
ぎ
棄
て
、
運
搬

船
の
ペ
ン
ド
ル
に
掴
ま
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
仲
間
２
人

に
引
き
揚
げ
て
も
ら
い
助
か
り
ま
し
た
。”

　
長
野
さ
ん
は
「
こ
の
合
羽
の
お
陰
で
、
胸
か
ら
上
が

海
中
に
沈
む
こ
と
は
な
か
っ
た

し
、
浮
力
が
大
き
い
の
で
安
心
感

が
あ
り
、
冷
静
に
長
靴
を
脱
ぐ
こ

と
を
考
え
る
余
裕
が
出
来
た
と

思
う
。」
と
話
さ
れ
、最
後
に
「
こ

の
合
羽
の
お
陰
で
命
拾
い
し
ま

し
た
。
浮
力
体
は
気
に
な
ら
ず
、

普
通
の
合
羽
と
同
じ
よ
う
に
操
業
が
出
来
る
の

で
皆
さ
ん
に
も
お
勧
め
し
ま
す
」
と
感
想
を
話

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
同
席
さ
れ
て
い
た
同
Ｊ
Ｆ 

東
根 

壽

組
合
長
は
「
組
合
の
船
曳
網
協
議
会
で
浮
力
合

羽
着
用
推
進
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
功
を
奏

し
た
。
な
に
よ
り
怪
我
も
な
く
助
か
っ
て
よ

か
っ
た
。」
と
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
東
根
組

合
長
は
長
野
さ
ん
を
引
き
上
げ
た
２
名
の
う
ち

の
１
人
で
あ
り
、「
今
回
は
何
と
か
引
き
上
げ

る
こ
と
が
出
来
た
が
、
２
人
で
船
に
引
き
揚
げ

る
作
業
は
大
変
重
く
、
波
が
あ
れ
ば
も
っ
と
困

難
で
あ
っ
た
と
思
う
。
縄
梯
子
な
ど
に
足
を
掛

け
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
時
間
を
掛
け
ず
に
済
ん

だ
」
と
、
落
水
者
救
助
に
関
し
縄
梯
子
等
の
装

備
の
必
要
性
も
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
帽
子
の
ツ
バ
が
当
た
っ
た
こ
と
は

直
接
的
な
原
因
で
あ
り
ま
し
た
が
、
漁
船
間
の

移
動
時
に
も
常
に
危
険
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を

再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
事
例
と
な
り
ま
し
た
。ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
・
浮
力
合
羽
に
よ
る
安
全
確
保
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
普
段
の
行
動
の
中
の
危
険
性
を
ど
う
認
識
す
る

か
、
落
水
者
救
助
に
関
す
る
備
え
を
ど
の
よ
う
に
行
う

か
と
い
っ
た
新
た
な
課
題
も
見
え
た
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
長
野
さ
ん
の
ご
厚
意
で
取
材
を
実
現
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
取
材
へ
の
ご
配
慮
、
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
同

Ｊ
Ｆ 

東
根 

壽
組
合
長
、
長
野 

達
矢
参
事
に
も
こ
の
紙

面
を
借
り
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
文
：
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
）

　
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
は
、
海
中
転
落
に
よ
る
海
難
事

故
“
０
（
ゼ
ロ
）”
を
目
指
し
て
、
独
自
に
開
発・

改
良
を
重
ね
た
浮
力
合
羽
の
普
及
に
努
め
て
い
ま

す
。

　
こ
の
浮
力
合
羽
の
申
し
込
み
・
お
問
合
せ
は
、

各
Ｊ
Ｆ
ま
た
は
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

資
材
部
（
Ｔ
Ｅ

Ｌ
：
０
７
８
︱
９
４
２
︱
９
２
７
２
）
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

協力頂いた長野さん
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　３月７日（月）、兵庫県民会館にて、消費者支援
機構関西（KC's）、ひょうご消費者ネット、生活
協同組合コープこうべ、兵庫県生協連の４者共催

「ひょうご消費者セミナー2015」を開催しました。
　このセミナーは、「適格消費者団体」や「消費
者団体訴訟制度」についての理解を深めるととも
に、幅広い世代の消費被害の泣き寝入りをストッ
プさせる「差し止め訴訟」などを学ぶもので、102
名が参加しました。
　冒頭、主催４団体を代表し、ＮＰＯ法人消費者
支援機構関西 榎 彰徳 理事長が挨拶。
　続いて「アド☆コン座」の「差し止め訴訟」の寸
劇のあと、ＮＰＯ法人消費者支援機構関西（KC's）
差止訴訟弁護団 弁護士 忠政 貴之 氏が「貸衣装」
の事例について、また、ＮＰＯ法人ひょうご消費
者ネット 司法書士 茂木 昌子氏が「30日間全額返
金保証」の事例について、それぞれ活動紹介をし
ました。
　その後、弁護士の角田 龍平 氏が「実例で学ぶ、
おもしろ法律講座～消費者トラブルの手口と対策
～」と題して講演。「“NO！”と言えるかどうかが
ポイント」「業者対応は一人でしない！誰かに“相談”
することが大切です」など、契約の成立や訪問販
売、特殊詐欺、トラブルにあわないためのポイン
トを学びました。参加者からは、「臨場感のある
コントのあとに解説があり、分かりやすかった」「い
ろいろな手口に感心。どんなことでも『おかしい
な？』『困ったな』と思ったら、すぐにホットライ
ン『188』に相談しようと思った」などの感想が
寄せられました。

ＪＡ全農兵庫　

　ＪＡ全農兵庫は４月21日（木）、「ＪＡチャンネル

兵庫」の運用を開始しました。ＪＡ・連合会と協

力し、ＪＲ元町駅東口高架通２階に設置したＪＡ

グループ兵庫専用の大型ＬＥＤビジョン（幅５メー

トル、高さ2.8メートルの大型ディスプレー）で、

県産農畜産物の魅力やＪＡグループ兵庫の取り組

みを紹介する動画を放映し、県内農業とそれを支

えるＪＡへの理解を広く消費者に求める取り組み

です。下部には電光掲示板を設け、イベント等の

告知も可能です。

　運用開始日には、曽輪佳彦県本部長のあいさつ

に続いて関係者一同によるカウントダウンが行わ

れ、かけ声にあわせて画面に「ＳＴＡＲＴ！」の文

字が映し出されると、周囲からは大きな拍手が起

こりました。

　セレモニー後は駅前広場で、新鮮な野菜や米、

菓子などＪＡグループ兵庫の特産農産物・加工品

を配り、道行く人々にＰＲしました。

　ＪＡチャンネル兵庫は、４月末まで試験的に運

用し、５月から正式に放映を始めます。県内ＪＡ・

連合会の紹介動画に加え、今後は個々の農畜産物

をテーマにした動画も順次制作、放映する予定で

す。

「ＪＡチャンネル兵庫」
ＪＡ元町駅で運用開始

転ばぬ先の適格消費者団体！
～被害を防ぐみんなの味方です～

「ひょうご消費者セミナー2015」を開催

ＪＡグループ兵庫の特産農産物・加工品を配り、道行く人々にＰＲ

▶ 事例の寸劇に
会場は笑いに
包まれました

◀ 角田弁護士の
講演
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◆
ク
ス
は
カ
シ
・
シ
イ
・
ス
ギ
・
マ
ツ
と
同
様
、
常
緑
樹
と
し
て
青
々
し
て

い
る
が
、
毎
年
新
緑
の
頃
に
、
新
旧
が
入
れ
替
わ
り
落
葉
す
る
。
樫
落
葉
・
椎

落
葉
・
杉
落
葉
・
松
落
葉
や
楠
落
葉
は
初
夏
の
季
語
で
、「
く
す
落
葉
し
て
境

内
の
広
さ
か
な
」と
い
う
虚
子
の
句
が
あ
る
。
古
葉
が
落
ち
て
掃
く
の
に
追
わ

れ
る
ら
し
い
が
、
ク
ス
の
善
さ
は
暑
さ
を
凌
ぐ
に
良
い
木
陰
を
作
っ
て
く
れ

る
事
に
あ
る
。
環
境
庁
が
88
年
に
実
施
し
た
巨
樹
・
巨
木
の
調
査
で
は
、
巨
木

の
多
さ
で
一
位
は
ス
ギ
、
二
位
が
ケ
ヤ
キ
、
ク
ス
は
三
位
だ
っ
た
。
幹
周
り
の

太
さ
で
日
本
一
は
鹿
児
島
県
姶
良
郡
蒲
生
に
あ
る
ク
ス
で
24
メ
ー
ト
ル
を
越

え
る
。
八
幡
神
社
の
境
内
に
あ
り
、
周
囲
に
覆
い
被
さ
る
よ
う
な
存
在
感
が
あ

る
。
太
さ
十
傑
の
九
本
を
、
ク
ス
が
占
め
威
容
を
誇
る
。

◆
ア
ニ
メ
映
画
『
と
な
り
の
ト
ト
ロ
』に
大
き
な
ク
ス
が
、
架
空
動
物
ト
ト
ロ

の
棲
む
場
所
と
し
て
出
て
く
る
。
心
優
し
い
巨
大
な
生
き
物
に
相
応
し
く
、
明

る
い
神
々
し
い
樹
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
。『
古
事
記
』に
明
石
の
駅
家
（
う
ま

や
）の
記
述
が
あ
り
、
駒
手
の
御
井
に
生
え
て
い
た
ク
ス
の
巨
木
で
船
を
造
っ

た
と
あ
る
。
そ
の
速
い
事
か
ら
「
速
鳥
」と
名
付
け
た
と
い
う
。
駅
家
の
位
置

は
定
か
で
は
な
い
が
、
ク
ス
は
腐
食
に
強
く
船
材
と
し
て
も
多
く
利
用
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
厳
島
神
社
の
海
中
に
あ
る
大
鳥
居
は
、
ク
ス
で
立
て
る
こ
と
と

厳
格
に
定
め
が
あ
り
、
関
係
者
は
次
代
に
役
立
つ
よ
う
に
と
ク
ス
の
苗
木
を

育
て
て
い
る
。

◆
ク
ス
が
大
量
に
伐
ら
れ
た
時
期
が
あ
る
。
ク
ス
か
ら
樟
脳
が
作
ら
れ
た
か

ら
で
、
室
町
時
代
に
生
産
が
始
ま
り
、
南
蛮
貿
易
で
輸
出
の
主
要
品
目
と
な
っ

た
た
め
、
薩
摩
や
土
佐
藩
で
早
く
か
ら
樟
脳
抽
出
を
行
い
、
全
国
か
ら
ク
ス
の

原
木
を
掻
き
集
め
た
と
古
文
書
に
あ
る
。
ま
た
セ
ル
ロ
イ
ド
の
原

料
に
な
っ
た
事
か
ら
多
く
の
巨
木
が
伐
ら
れ
た
そ
う
だ
が
、
樟
脳

が
比
較
句
的
簡
単
に
化
学
合
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
伐
採
に
歯

止
め
が
か
か
っ
た
そ
う
だ
。
中
国
浙
江
省
の
図
書
館
で
は
ク
ス
材

で
書
棚
を
作
っ
て
あ
り
、
古
い
書
籍
も
虫
食
い
が
皆
無
だ
と
い
う
。

ク
ス
の
成
分
の
殺
虫
効
力
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。
ク
ス
の
仲
間
に

芳
香
を
発
す
る
も
の
が
数
多
く
あ
り
、
ニ
ッ
キ
の
名
に
な
っ
た
ニ

ッ
ケ
イ
や
月
桂
樹
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

◆
義
弟
の
隣
家
に
ク
ス
が
あ
り
、
大
き
く
生
育
し
枝
を
延
ば
し
て

い
た
。
毎
年
、
沢
山
の
葉
を
落
と
し
、
二
階
屋
根
の
谷
樋
に
溜
っ
て

雨
水
を
滞
ら
せ
て
溢
れ
、
天
井
に
大
き
な
シ
ミ
を
作
っ
た
。
義
弟
は

隣
へ
談
判
し
、大
木
は
程
な
く
伐
採
さ
れ
た
。新
緑
に
変
わ
る
時
に
、

降
ら
せ
る
落
ち
葉
の
量
は
膨
大
で
、
こ
の
よ
う
な
常
緑
高
木
の
樹

は
一
般
家
庭
で
植
え
る
べ
き
で
無
い
。
も
っ
と
広
さ
の
あ
る
神
社
・

仏
閣
や
学
校
の
庭
に
こ
そ
相
応
し
い
。
大
木
に
は
な
る
が
生
育
が

遅
く
長
い
年
月
を
要
す
る
。「
く
す
の
き
学
問
」と
い
う
言
葉
が
あ

る
。
進
歩
は
遅
く
と
も
、
堅
実
に
成
長
し
て
ゆ
く
学
問
の
事
で
、
人

間
な
ら
斯
く
あ
り
た
い
も
の
だ
。

००
写真と文

༡ํࢠ

ク  ス  落  葉

新
緑
の
樹

　
19
日（
火
）に
行
わ
れ
た
大
輪
田
塾
４
月
講
座
は
、「
資
源
管
理
型
漁

業
に
つ
い
て
」、「
ウ
ナ
ギ
の
生
活
史
と
内
水
面
漁
業
に
つ
い
て
」の
２
講

義
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
資
源
管
理
型
漁
業
に
つ
い
て
」で
は
県
水
産
課 

齋
藤 

公
司
氏
が
講

師
と
な
り
、資
源
管
理
の
考
え
方
、Ｔ
Ａ
Ｃ
な
ど
現
在
行
わ
れ
て
い
る

資
源
管
理
方
法
、兵
庫
県
の
事

例
な
ど
の
内
容
で
行
わ
れ
ま
し

た
。質
疑
応
答
で
も
多
く
の
質

問
が
あ
り
、講
座
に
加
え
て
齋

藤
講
師
か
ら
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
資

源
管
理
の
話
や
、資
源
管
理
と

環
境
の
変
化
な
ど
も
話
し
て
頂

き
、塾
生
は
興
味
深
く
聞
い
て

い
ま
し
た
。

　
「
ウ
ナ
ギ
の
生
活
史
と
内
水

面
漁
業
に
つ
い
て
」で
は
、
兵

庫
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員

会 

秋
武 

宏
会
長（
大
輪
田
塾

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）が
、
海
と
河

川
を
行
き
来
す
る
ウ
ナ
ギ
の
生

活
史
を
紹
介
し
た
後
、内
水
面

漁
業
の
概
要
に
つ
い
て
話
さ
れ

ま
し
た
。ま
だ
解
明
さ
れ
て
い

な
い
部
分
の
多
い
ウ
ナ
ギ
の
話

や
、普
段
聞
く
機
会
が
少
な
い

内
水
面
漁
業
の
話
に
、塾
生
は

今
ま
で
と
違
っ
た
分
野
の
知
識

を
深
め
る
こ
と
が
出
来
た
よ
う

で
す
。

「
資
源
管
理
」
と
「
内
水
面
漁
業
」

大輪田塾で初めて講師を務める齋藤氏内水面漁業について講義を行う秋武氏
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